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韓　　　国 タ　　　イ
2003年

12月～
2004年
５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月～

12月22日　第１回交渉（ソウル）
（交渉全体の枠組みに合意）

２月23～25日　第２回交渉（東京）
４月26～28日　第３回交渉（ソウル）

（条文案を中心に議論）
23～25日　第４回交渉（東京）

（条文案およびその他関心事項を議論）

23～25日　第５回交渉（韓国）
（条文案およびその他関心事項を議論）

11月１～３日　第６回交渉（東京）

12月17～18日　日韓首脳会談（鹿児島）

2005年内に実質合意

２月16～17日　第１回交渉（タイ）
（交渉全体の枠組みに合意）

４月７～９日　第２回交渉（東京）
（物品の関税撤廃の枠組み、条文案を議論）

16～18日　第３回交渉（タイ）
（物品の関税撤廃の枠組み、条文案を議論）

４～６日　実務者レベル会合（東京）
（オファー等の説明）

13～15日　第４回交渉（東京）

25～26日　少人数会合（タイ）
11月８～11日　中間会合（タイ）

12月７～９日　第５回交渉（タイ）
２月24日～３月３日　第６回交渉（東京）

７～９日　ASEM首脳会議（ベトナム・ハノイ）

11月20日～21日　APEC首脳会議（チリ・サンチャゴ）
11月29日～30日　ASEAN＋３首脳会議（ラオス・ビエンチャン）
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参考資料1．各国との交渉における論点
韓　　　国 タ　　　イ

交渉経緯

物の貿易

相手国へ
の協力

サービス
・投資

人の移動

政府調達

その他

・2003年12月より交渉開始
・これまでに６回交渉
・オファーを今後交換予定
・韓国側は、農林水産物と鉱工業品は共通の方
式で品目数でそれぞれ高いレベルの関税撤
廃、水産物IQの韓国への不適用を主張

・韓国側は、関税撤廃で打撃を受けるであろう
産業界への技術移転等が必要と主張

・日韓間で締結済みの投資協定をFTAに取り込
むことで合意
・原則自由化の方式に合意

・韓国側は、ビザ発給手続きの簡素化または撤
廃を要望

・（WTO／政府調達協定（GPA）締結国）
・韓国側は、日本の政府調達は閉鎖的と指摘
・韓国側は、衛生植物検疫措置（SPS）への関心
が強く、また、非関税措置（NTM）の条項の必
要性を強く主張

・2004年２月より交渉開始
・これまでに５回交渉
・リクエスト・オファーを交換済
・タイ側は、センシティブ品目を含めた農林水
産品に強い関心（10月の日タイ首脳会談でコ
メの除外に合意）があり、日本側は適切な配
慮が必要と強く主張
・タイ側は、自動車、鉄鋼などはセンシティブ
であると主張
・タイ側は、食品安全協力・農協間協力を要望
・日本側は、関税撤廃・削減と協力のバランス
が必要と主張
・タイ側は、自由化を分野ごとに個別に約束す
る方式を主張し、金融サービスは特別に配慮
が必要と主張
・日本側は、投資について原則自由化の方式お
よび内国民待遇、最恵国待遇等が必要と主張
（米タイFTA交渉の行方を注視する必要）
・タイ式マッサージ師の受け入れを要望
・タイ料理人の滞在資格要件の緩和
・不法在留タイ人を一定の条件で合法化する措
置の実施を要望
・タイ側は、政府調達制度の改革中であり漸進
的に進めたいと主張
・タイ側は、途上国への特別な配慮（S&D）を
要望

参考資料2．各国との交渉スケジュール
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マレーシア フィリピン
2003年
12月～

2004年
５月

６月
７月

８月

９月

10月

11月～

１月13日　第１回交渉（マレーシア）
（交渉全体の枠組みに合意）

３月９～11日　第２回交渉（東京）
（物品の関税撤廃の枠組み、条文案を議論）

５月19～21日　第３回交渉（マレーシア）

19～21日　第４回交渉（東京）
（リクエスト・オファー議論、条文案

およびその他関心事項を議論）

25～27日　第５回交渉（マレーシア）

11月４～６日　第６回交渉（東京）

２月４～５日　第１回交渉（フィリピン）
（交渉全体の枠組みに合意）

４月14～16日　第２回交渉（東京）
（物品の関税撤廃の枠組み、条文案を議論）

５～７日　第３回交渉（フィリピン）
（条文案およびその他関心事項を議論）

６～８日　第４回交渉（東京）
（リクエスト・オファー議論）

25～29日　第５回交渉（フィリピン）
11月８～16日　中間会合（フィリピン）

11月29日　首脳会談（ラオス）

大筋合意

７～９日　ASEM首脳会議（ベトナム・ハノイ）

11月20～21日　APEC首脳会議（チリ・サンチャゴ）
11月29～30日　ASEAN＋３首脳会議（ラオス・ビエンチャン）

マレーシア フィリピン
交渉経緯

物の貿易

相手国へ
の協力

サービス
・投資

人の移動

政府調達

その他

・2004年１月より交渉開始
・これまでに６回交渉
・リクエスト・オファーを交換済
・日本側は違法伐採問題の解決に向けた取り組
みを要求
・マレーシア側は、自動車、鉄鋼などはセンシ
ティブであると主張

・広範な分野にわたる協力を要望

・マレーシア側は、サービスは自由化を分野ご
とに個別に約束する方式を主張
・また、マレー人優遇政策（ブミプトラ政策）
があり、センシティブと主張
・日本側は、投資について原則自由化の方式お
よび内国民待遇、最恵国待遇等が必要と主張
（現時点では特に論点となっていない）

・マレーシア側は、マレー人優遇政策（ブミプ
トラ政策）のため、外国企業への開放は政治
的に非常にセンシティブと主張
・マレーシア側は、途上国への特別な配慮（S&D）
を要望

・2004年２月より交渉開始
・５回の交渉後2004年11月大筋合意
・包括的な関税撤廃・引き下げで合意

・農林水産分野の研究協力を行うことで合意

・フィリピン側は、自由化には国内法の改正が
伴い困難と主張
・サービスについては、自由化を分野ごとに個
別に約束する方式で合意
・投資については原則自由化の方式で合意

・一定の要件を満たすフィリピン人看護師、介
護士受け入れに合意
・具体的な受け入れ人数について、引き続き調
整
・協議の場を設け、引き続き両国間での協議を
続けることで合意
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